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	2024年度の事業計画に触れながら、実施した事業の概要について具体的に記載して下さい。

	2023年度までは、新型コロナウイルスの感染の影響で一部休止、延期の影響が出たが、2024年度は概ね計画通りに活動が実施された。その詳細は、次の通りである。なお、各項目の冒頭の番号は、2024年度事業計画書に対応している。
1． 『愛知大学国際問題研究』（紀要）の発行
当初の計画通り、第164号および第165号を発行した。
号
内　　容（総頁数）
発行日
部数

印刷会社

164号
講演記録1、論説1、研究ノート1、記録1、書評4、翻訳1　（総202頁）
2024.10.31
150部

㈱中部日本教育文化会
165号

講演記録2、論説4、研究ノート1、記録1、書評1、翻訳1、2024年度外部評価報告書2　（総210頁）
2025.2.28
150部

㈱あるむ
2． 学術シンポジウムの主催と共催
　当初の計画の通り、国際シンポジウムを1回主催し（2024年10月）、本来は昨年度に予定されていて大幅に実施が遅れていたもう１つの共催分（大学間協定五大学合同による通算６回目）についても、2024年9月に、厦門大学（マレーシア校）にて実施された。併せて、2024年度の事業計画書に記載されていた同通算７回目の学術シンポジウムも、本学において2025年2月に開催された。
なお、主催分の1回と本学会場の共催分の１回の資金の手立てについては、当初の計画の通り外部資金を獲得した。
3． 講演会・研究会の実施
「別紙１」のとおり、研究会、講演会等を計4件実施した（研究プロジェクト関係を除く）。
4． 研究図書、雑誌（新聞）等の購入
　2022年1月に策定した収書の方針に基づいて、以下の通り購入した。

〇図書
　購入図書：和書1冊　中国書20冊　洋書29冊　会費40冊　　計90冊
　消耗資料：和書0冊　中国書00冊　洋書00冊　視聴覚資料0巻（0枚） 計0冊
　〈参考〉その他寄贈資料：（図書）和書4冊　中国書　9冊　洋書0冊　　計13冊
その他寄贈資料　　　　：（消耗）和書0冊　中国書  0冊　洋書0冊　 　計0冊

〇雑誌・新聞
　購読雑誌：和雑誌01誌　中国雑誌16誌　洋雑誌11誌
　〈参考〉寄贈雑誌：和雑誌11誌　洋雑誌：2誌
　購読新聞：中国新聞5紙
〈参考〉寄贈新聞（中国）1紙
5． 共同研究プロジェクトの実施
2024年度の共同研究プロジェクトは次の2件である。国際情勢の影響を受けながらも、おおむね順調に進められた。
番号

プロジェクト名
共同研究者

研究計画期間

年数

1
アジア太平洋地域の華人圏研究―東アジア島嶼部、金門島研究を中心として
（代表：黄英哲）
所員　唐　燕霞
所員　加治宏基
名誉　松岡正子
客員　村上享二
客員　五十嵐隆幸
2022～2024年度
3年目
2

貧困削減戦略としてのOVOP（一村一品）の国際通用性に関する研究
（代表：佐藤元彦）
客員　暁敏
2024～2026年度

1年目

なお、上記のプロジェクトに関係して本学が開催に関わった2024年度の研究会等は以下の通りである（「別紙１」からの再掲）。
　 ・１について　
実施日

開催場所

テーマ

2024.9.7
厦門大学
マレーシア校
中华文化的海外传播学术研讨会（５大学共同、通算第６回）
2025.2.28
愛知大学名古屋校舎

講義棟8階
大学間協定5大学共同学術シンポジウム（第７回）「華人ネットワークと東アジアのダイナミズム―その過去・現在・未来―」
・２について
実施日

開催場所

テーマ

2025.3.21
オンライン
「貧困削減戦略としてのOVOP（一村一品）の

海外における展開と課題 －中国とキルギスの事例－」
6． 叢書出版
スケジュール的には大幅に遅れたが、国研叢書第5期第３冊を出版することができた。
タイトル
著者
発行日

部数

出版社

中国の外交と国連システム―「国際の平和及び安全」をめぐるパラドクス
加治宏基
2025.3.20
出版部数300部

㈱明石書店
　　また、同第４冊について、査読、出版社への入稿は完了したが、2024年度内の出版には至らなかった。
タイトル
著者
発行予定日

部数

出版社

『世渡りの杖―一名経済便蒙』巻之一、二　翻字と解題
朱鳳
塩山正純
2025.5末
出版部数300部

㈱あるむ
　

7． 部局間協定に伴う研究者の受け入れ（厦門大学両岸関係和平発展協同創新センターとの部局間協定に基づく研究員の受入れ）
大学間協定「愛知大学と厦門大学との学術・教育交流に関する協定書」第4条に基づき、愛知大学国際問題研究所と厦門大学両岸関係和平発展協同創新センターとの間で部局間協定を締結しており（2018年9月）、2024年度は、以下の研究員16名の受入れを行った。
　　
研究員氏名

受入期間

研究課題
1

刘　佳艺
（厦門大学台湾研究院両岸関係和平発展恊同創新センター助理）
(自) 2024/4/1
两岸交汇：1945年以降台湾旧体诗坛研究
(至) 2024/4/29
2
邱　士杰
（厦門大学台湾研究院歴史系副教授）
(自) 2024/4/1
民國時期王亞南經濟思想與社會活動
(至) 2024/4/30
3
吳　舒潔
（厦門大学台湾研究院文学所副教授）
(自) 2024/4/1
1930年代中國左翼文藝與國際共產主義運動
(至) 2024/4/30
4
阮　倩晴
（厦門大学台湾研究院両岸関係和平発展協同創作センター助理）
(自) 2024/5/1
“半山”群體與近代臺灣社會
(至) 2024/5/29
5
張　穎
（厦門大学台湾研究院博士研究生）
(自) 2024/5/15
日本植民時代の臺灣鉄道沖縄人職員研究(1895-1945)
(至) 2024/6/13
6
王 复俊
（厦門大学台湾研究院博士研究生）
(自) 2024/6/21
中美互增关税对大陆台企与日企的影响
(至) 2024/7/19
7
王　琪穎
（厦門大学台湾研究院歴史研究所助理教授）
(自) 2024/7/1
近代日本輿論中的臺灣觀
(至) 2024/7/29
　　
研究員氏名

受入期間

研究課題
8
张　文生
（厦門大学台湾研究院教授）

来日取止め
美国印太战略背景下的日台关系
9
劉　奎
（厦門大学台湾研究院副教授）
(自) 2024/7/10
台湾青年在东京与郭沫若的跨域交往　
(至) 2024/8/3
10
陈　敏
（厦門大学台湾研究院博士課程大学院生）
(自) 2024/8/1
米国のハイテク製品規制が日本企業の技術革新に与える影響に関する一考察
(至) 2024/8/30
11
季　烨
（厦門大学台湾研究院教授・副院長）
(自) 2024/8/10
“1972年体制”下日本与台湾的非官方协议
(至) 2024/9/8
12
郭　亜麗
（厦門大学台湾研究院学生）
来日取止め
台湾社会における日本コンプレックス：その形成、顕在化、影響力-ストックホルム効果の視点から
13
包　玉婷
（厦門大学台湾研究院博士課程学生）
来日取止め
日米同盟の視点から見た日本の対台政策 —同盟義務の下での自主性の追求
14
肖　静薇
（厦門大学台湾研究院修士生）
(自) 2024/9/1
異文化視点における複数のテキスト: 『黒衣の刺客』の研究
(至) 2024/9/30
15
黃　燕萍
（厦門大学台湾研究院両岸関係和平発展恊同創新センター副教授)
(自) 2024/10/1
對戰後臺灣經濟緣起不同學說的重新思考
(至) 2024/10/30
16
張　羽
（厦門大学台湾研究院両岸関係和平発展恊同創新センター教授）
(自) 2024/10/23
所见之祖国与世界：台湾文人、留学生的旅行书写
(至) 2024/10/31
８.外部評価の実施
   2022年度に続いて、2022～2023年度を対象とした学外者２名（早稲田大学・唐亮教授、韓国中央大学校・林慶花准教授）による外部評価を実施し、その結果を紀要『愛知大学国際問題研究』第165号に公表した。
９．その他
（1）外部書庫解消に向けて、国研の蔵書（複本）を除籍した。

除籍図書数：和898冊　中国書5冊　洋書11冊　　　計914冊
以上


2

